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この人的結合がヨーロッパではどのように生まれて発展したのか、またキリスト教が広まった地
域ではどのように受容されたかを検討に付したい。 
 
この企画を思いついたのは、川村信三著『キリシタン信徒組織の誕生と変容――｢コンフラリヤ｣
から｢こんふらりや｣へ』(教文館、2003年)が出版されたことにある。コンフラリヤ、兄弟会にい
ささか関心を持ち続けていたので、手に取るのが楽しみであった。読んでみると、非常に力強い
論拠が展開されていることが分かった。南欧の兄弟会が日本で根付く際の、旧来の仏教組織との
関連性や、キリシタン禁制下でも、信徒たちがキリスト教信仰を維持できた背景にこの組織があ
ったとの視点は斬新かつ刺激的であった。ただ、著者自身は欧米でも学び、その研究動向を把握
されているものの、日本における西欧研究者の関連論文には言及がなかった。他方、「コンフラリ
ヤ」(兄弟会)に関心を有する、わが国のヨーロッパ研究者はこの書を自分たちの関連書とは考え
ていないだろうと予想した。このため私には、西欧と非西欧、日本の歴史研究者が情報を交換す
る対話の場を設け、互いの研究状況を理解し合うことは有意義なことと思われた。そこで、ヨー
ロッパ全般の兄弟会に詳しい河原温(首都大学東京)先生とイタリアに詳しい米田潔弘(桐朋学園大
学)先生に声を掛けるとともに、川村信三(上智大学)先生に連絡を取った。川村先生から推薦され
た、日本近世史の大橋幸泰(早稲田大学)先生、河原先生から推挙された、スペイン史の関哲行(流
通経済大学)先生にも参加していただくことになった。 
以下の各論文は、当日のこれらパネリストの発表順に基づくものである。導入となる河原論文
では、ヨーロッパ全般の兄弟会の種類、これらと社会との関連、イタリア、スペインなどのそれ
らの特色、日本の｢こんふらりや｣との共通的活動が指摘される。米田論文では、フィレンツェと
ポルトガルの兄弟会の具体的な関係、ドチリナ・キリシタンの教育的意義とその伝播が指摘され
る。関論文では、海外植民地からスペインに流入した黒人奴隷の兄弟団が詳述される。この論文
から、特にポルトガルの関わるアジアのそれはどうであったのか、知的好奇心が膨らむ。川村論
文では上記の高著からの詳細な概要が示されているが、南欧と異なる地域、日本で「こんふらり
や」が何故発展したのかが、ひとつの歴史観に基づいて考察される。大橋論文では、所謂隠れキ
リシタンとその「こんふらりや」が村社会の実態から検討される。キリスト教圏からの兄弟会が
ヴァナキュラーな変容を見せること、またその信徒たちの属性が多様であるとともに主体的な生
活者であることが力説される。当日の会場では、これらの諸論文の繋がり具合、また東西のコン
フラテルニタスの関係性などには進行役の私が寸言を挟んだが、本稿では省略されている。 
発表終了後、質疑応答に入り、活気に満ちた集いとなったのも、各先生方のご協力があったれ
ばこそ、である。五名の諸先生、シンポジウム開催に賛同された地中海研究所所長小林雅夫先生、
早稲田大学の村井誠人、井内敏夫の両先生、そして質問もされた小倉欣一先生、福山佑子さんら
同大学大学院生の方々、また多分野に亘る多くの参集者、そして質問を寄せられた方々に心より
お礼を申し上げる次第である。このような人的結合の雰囲気のなかでこそ、問題の人的結合、兄
弟会は理解されるのであろう。 
